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　 Ishichu Pride 2024 夏～自分を見つめ、長所を伸ばし、短所を愛する！～ 

【始業式式辞より抜粋】 

今年も猛暑の中での陸上練習、部活動をがんばった夏休みが終わりました。台風５

号が岩手を直撃しましたが、幸い花巻市、石鳥谷地区では、大きな被害もないようで

ほっとしています。夏休みの直前、岩手県内ではコロナ陽性者が激増し、本校でも1年

生を中心に罹患者が出て、心配しましたが、こちらも幸い、大きな問題もなく夏休み

を迎え、終了することができました。 

今日から、２学期のスタートとなります。夏休み中も部活動、陸上練習等で自分の

目標に向かって努力する姿をたくさん見ることができました。また、３年生をはじめ

として、休み中にも学校で学習に取り組む生徒の皆さんの姿も多く見られました。ま

た体験入学やオープンスクールで将来について深く考えた３年生もたくさんいたと思

います。 

　１学期は３年生を中心に充実した学校生活を送っていました。また、体育祭や中総

体で大きな成果を上げました。この成果を２学期の新人戦や文化祭へとつなげていき

ましょう。 

学習面でも、自分の将来を切り開くために、行事や部活動で培った力を基に２学期

はさら発展・充実させる学期にしてほしいと思います。 

３年生は進路を真剣に考え動き出す学期に、２年生は全校のリーダーとして飛躍す

る学期に、1年生には上級生を支え、中学生としての多様な個性を発揮する学期にして

ほしいと思います。スラムダンクの作者、井上雅彦さんの言葉。「人間は長所で尊敬さ

れて、短所で愛される。不完全さは世界を面白くするために必要なんです。」 

 自分のいいところをどんどん伸ばしていきましょう。短所も自分で受け入れ、周り

に理解されるにはどうしたらいいか、考えていきましょう。お互いにリスペクトし合

えるチーム学級・チーム石中生徒会をつくっていきましょ

う。どんなことがあっても私たち教員は、皆さんに寄り添

い、皆さんの学校生活を守るために努力をしていきます。

２学期がひとりひとりの個性が輝きく学期になることを期

待しています。 

【写真】1学期終業式後の1－1学活の様子。整然と話を聞く姿勢に成長の跡が。
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～石中太鼓とソーラン節を披露～石鳥谷夢祭りに３年生の応援団と有志が参加～ 

　８月13日（火）令和６年度の石鳥谷夢ま

つりが開催され、本校からは３年生の有志が

参加し、夕方５時から酒蔵交流館前の広場に

て「石中太鼓」と「みさこいソーラン」のパ

フォーマンスを披露しました。今年も応援団

の「石中太鼓」開始の寸前に大雨が降るアク

シデントがありましたが、激しい雨さえも演

出に変えるような熱演をしてくれました。ソ

ーラン節の際には雨も上がり、更に盛り上が

ったパフォーマンスとなりました。 

　 救命救急講習会を開催 ～学校現場で起こりうる事故に備えて～ 

 夏休み開始直後の７月26日（金）午後、本校の教職員対象の講習会を開催し心肺

蘇生法、AEDの使い方、１１９への通報、保護者への連絡、搬送の仕方、応急処置(熱

中症、外傷、食べ物を詰まらせた場合)についての講習と訓練を行いました。花巻北

消防署員を講師に迎えての開催でしたが、講習中に講師に救急出動が入り、石中駐

車場がドクターヘリの発着場になるというアクシデントがありました。その後、講

習は再開していただきましたが、職員一同、今まで以上に緊張感を持って、夏休み

や2学期の活動に臨みたいと気持ちを引き締めました。　


